
令和６年度 第 1 回医療的ケア部会 

日 付 令和６年 6 月２０日（木） 

時 間 13：00～14：00 

開催会場 ZOOM ミーティング 

参加機関等 

（敬称略） 

高松市障がい福祉課、高松市こども保育教育課・高松市健康づくり推進課・直島

町住民福祉課、三木町福祉介護課・高松赤十字病院 MSW 

高松訪問看護ステーション・一般社団法人 garyu・支援センターたかまつ 

高松市障がい者基幹相談支援センター中核拠点 

 

議題１：昨年度抽出した課題について 

 

・障害と医療との連携が不十分 

・福祉関係者が医ケア児等に関わった経験が少ない 

・医ケア児等が利用できる社会資源の不足 

・教育関係者が医療に関する知識がなく、不安が強い（医ケアの必要が無くなっ 

た時に、医療関係者が離れることへの不安） 

議題２：今年度の部会について 

議 事 

① 訪問看護師向けのフォローアップ研修 

・福祉の制度、児から者になる時の手続き等の流れがよくわからない 

・自宅に入る機会が多いので、家族にとっては一番身近なので、相談を 

されやすい存在なのだが… 

② 福祉職の医療に関する知識や経験不足 

・他分野の知識がわかりづらいので、知識の偏りがある 

・今年度の医ケア Co 研修の日程  １０月３０，３１日（支援者研修） 

               １１月１２．１３日（Co 研修） 

③ 高松市台帳作成検討会 

 ・個人情報の取扱いについて、コア会議形式で進めていく 

議題３：研修周知について 

議 事 

「第３号研修」周知について 

 ・より多くの事業所や、学校関係、行政関係等に周知したいことを県障害福祉 

課に相談すると、各圏域で、行政の方から事業所に対して一斉周知してもら 

ったらどうか、と提案があったが、いかがか？ 

→高松市、三木町、直島町とも OK とのこと。 

議題４：その他 

議 事 

① 移動支援について 

・通学時に移動支援を利用できるという話を県外で聞くことがある。医ケア児

の場合、移動における、荷物の多さや、頻繁な痰吸引による人手の必要性など、

大変な状況があるが、者の場合は重度訪問介護を利用することで、移動も対応し



てもらえるが、児の場合は利用ができない。・・・今後検討したい。 

② 発電機が日常生活用具として採用されないだろうか？ 

・他市町では、採用となっているところもあるようだが、今後の検討課題か？ 

③ 医療と福祉の連携に関する様式ができた 

・今後の連携が深まっていけばと思う。 

・例えば、精神障害の方に関しては、医療との結びつきが強いと感じる。医ケ

アの方のケース数が少ないことも要因だろうが、今後母子保健 Co さんとの連

携にも期待したい。 

④ 災害時における施設や学校での対応についてはまだ不十分だと感じている。 

先進的に取り組んでいるところを参考にして欲しい。 

次回部会

予定 

10 月１７日（木）13:00～予定 リハセンターで対面実施 

 


